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　８月 18 日、新本小学校で赤米
子ども交流が行われました。同小
や長崎県対馬市豆
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小学校、鹿児
島県南種子町茎

けい

南
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小学校の児童の
ほか、総社赤米大使の相川七瀬さ
んが参加。各学校の紹介などを通
じて、交流を深めていました。
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赤米を伝承する３市町が交流

　８月 21 日、岡山県立大学で行
われている研究を子どもたちに身
近に感じてもらおうと、キッズキ
ャンパスが同大学で開催されまし
た。子どもたちは、ロボットの仕
組みを聞いたり、ハンカチの絞り
染めを体験したりしました。
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大学ってどんなところ

　８月 30 日、県わかば賞の伝達
式が総社南高校で行われ、同校２
年生の秋山剛毅さんが表彰されま
した。下校中、頭から出血して倒
れている男性を発見。救急車を呼
び、男性を介抱したことが認めら
れました。
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けが人の救助に貢献

　８月 31 日、阿曽小学校で県わ
かば賞の伝達式が行われ、同小４
年生の瀧﨑日乃さんが表彰されま
した。放課後、迷子の男児に声を
掛け、学校まで同行。保護者への
引き渡しに貢献したことが認めら
れました。
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男児の保護に貢献

　８月 17 日、障がい者アーティ
ストのスズキタカヒロさんがデザ
インした手拭いの販売記念マルシ
ェが市役所で開催されました。「み
けのねことまねきねこ」と題され
た手拭いは、市役所１階セントラ
ルロビーカフェで購入できます。
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ふんわりてぬぐい販売開始

　８月 20 日、市スポーツセンタープールでプールフェス
ティバルが開催されました。
　この日行われたのはファジアーノ岡山・NCP スポーツ
コンソーシアム総社のコーチによる水泳教室やチュッピ
ーとの撮影会、チュッピーグッズやプール入場券などが
当たるくじ引きなど。約 300 人の来場者らは猛暑の中、
冷たい水に歓声を上げながら、夏ならではのイベントを
満喫していました。

夏休みはやっぱりプールだね
プールフェスティバル

　1 学年や習熟度で分
かれて行われた水泳教
室　2 何が当たるか楽
しみだね
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ミニフォト

　野菜に親しんでもらおうと、８
月 29 日、JA 山手直売所でイベン
トが開催されました。参加した山
手保育園の園児は、地元の生産者
からナスの育ち方などを教わった
後、思い思いに旬の野菜を手に取
り、買い物体験を楽しみました。

今
日
の
夕
ご
飯
に
食
べ
た
い
な

８月 31 日は「やさいの日」

　８月下旬、ヒイゴ池湿地でサギ
ソウが見頃を迎えました。岡山県
レッドデータブックで絶滅危惧Ⅱ
類に指定されているサギソウ。そ
の白くかれんな花は、風が吹くと
涼やかに揺れ、訪れた人たちの目
を楽しませていました。
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秋の訪れを告げるサギソウ

　インターナショナル子育て広場
が８月 21 日、なかよし広場ぴよ
こっこで開催されました。６カ国
の家族が参加。手遊びやゲームで
遊んだり、通訳を交えて子育ての
話に花を咲かせたりして、参加者
同士交流を楽しんでいました。
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子育てへの思いは万国共通

　９月２日、消防写生大会と消防
フェスタが市消防庁舎で開催され
ました。親子連れら約 600 人が
参加。はしご車や救急車などの絵
を描いたほか、消防車に乗り敷地
内を走るなどの体験を通じて、消
防活動を身近に感じていました。
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画用紙いっぱいに描き上げる

　８月中旬から下旬にかけて、市
内各地で夏祭りが催されました。
　それぞれの会場で、盆踊りや花
火、屋台、ビンゴゲームなどの企
画が催され、友達同士や家族連れ
など、多くの参加者でにぎわいま
した。また、会場には夏休みを利
用して市外から帰省した人なども
集まり、再会を喜び合う姿が見ら
れました。

夏の夕べに交わす笑顔
地域の夏祭り

西大町盆踊り大会 溝口区夏まつり

日羽盆踊り大会服部地区夏祭り

　9 月は世界アルツハイマー月間です。認知症にな
っても安心して共に暮らせるまちについて考えるフ
ォーラムが８日、山手公民館で開催されました。
　認知症当事者の丹野智文さんと山中しのぶさん
が、認知症と診断された後も自分らしく生きていく
ことを諦めることなく、相談事業やデイサービス運
営など当事者への支援活動に精を出していることを
講演。約 130 人の来場者は、認知症への理解を深め、
自分たちにできることを共に考えました。
　このほか、備中国分寺五重塔では４日から 10 日
まで、認知症の普及啓発のシンボルカラー・オレン
ジ色のライトアップが行われました。

いつまでも自分らしく生きる
認知症の人と共に生きる地域づくりフォーラム

１

3

　12パネルディスカッショ
ンで、多数寄せられた質問に回
答する丹野さんと山中さん　3
オレンジ色の優しい光が吉備路
を彩った
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